
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

ことを特徴
とする超小旋回作業機。
【請求項２】
　

ことを特徴とする超小旋回作業機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、超小旋回作業機における座席周囲のスペースを、前後左右方向に広く拡大す
ることができ、且つ、日常メンテナンス性の向上を図る技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、旋回台フレームの前部にブームを前後方向に回動可能に支持して、該ブームの上
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旋回体（８０）の床部を形成する旋回台（４）上方にステップ（８３）を横設し、該ス
テップ（８３）によりオペレーターが足を置くフットスペース（８４）を形成し、該フッ
トスペース（８４）の前側にフロントカバー（８５）を配置し、後側に座席（７）を配置
する構成の超小旋回作業機において、前記フロントカバー（８５）により、旋回台（４）
の上面とステップ（８３）の下面の間に形成される空間前方を覆う構成とした

請求項１記載の超小旋回作業車において、バッテリー（３２）を、フットスペース（８
４）の前下方で、前記旋回台（４）の上面とステップ（８３）の下面の間に形成される空
間の前方に配設する



部を左右に回動可能に構成し、アームを左右にブームの基部側と平行に揺動可能とすると
ともに、旋回台を旋回させた時に左右の走行装置幅内に位置するように構成する、所謂、
超小旋回機は特開平１１－２００４０１号公報に示されるごとく公知となっている。
【０００３】
　この技術においては、狭所における旋回性を確保するため、走行装置に旋回自在に載置
される旋回体の前後左右幅は、走行装置の左右幅内に制約される。
　このように前後左右幅が制約される旋回体において、座席やフットスペース等のオペレ
ート空間を広く確保するには、その内部に設置されるバッテリーや燃料タンク等の装置類
の最適なレイアウトが必要とされる。
【０００４】
　例えば、図１５（ａ）（ｂ）に示す従来構成においては、作動油タンク５１、燃料タン
ク５０を、ブーム１３に対して座席７の反対側とするレイアウトとしていたため、オペレ
ート空間８１は、左右幅Ｌ１を確保するにとどまっていた。
【０００５】
　このため、特開平１１－２００４０１号公報に示される構成では、図１６（ａ）（ｂ）
に示すように、燃料タンク５０を座席７の前方であって、ステップ８３の上面延長上に載
置する構成とするとともに、ブーム１３を左右中心からずらせたレイアウトとして、より
広い左右幅Ｌ２を確保できるようにし、オペレーターにとって広く快適なオペレート空間
８１を構成している。
【０００６】
　また、上記装置類のレイアウトにおいては、メンテナンス時の作業性を考慮する必要も
あり、図１５（ｂ）に示す従来構成において、座席７の下にバッテリー３２を配していた
構成を、図１６（ｂ）に示す構成では、旋回体８０前部のフロントフレーム２９の前方で
あって、ステップ８３の上面延長上に載置する構成として、旋回体８０の前部から容易に
バッテリー３２に手を届かせることができるようにして、バッテリー３２のメンテナンス
性の向上を図るようにしている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、図１６（ａ）（ｂ）に示す構成では、オペレート空間８１の左右幅Ｌ２の拡張
が図られたが、バッテリー３２と燃料タンク５０が座席７の前方に配され、しかも、ステ
ップ８３の上面延長上に載置される構成としていたため、フットスペース８４の前後幅Ｌ
３（座席７前方のスペース）は狭いものとなっていた。
【０００８】
　このことから、本発明では、フットスペース８４の前後幅Ｌ３を拡張し、オペレーター
にとってさらに広く快適なオペレート空間８１を提供すべく、各種装置類の新規なレイア
ウトを提案するものであり、また、このレイアウトの変更に関連するターニングフレーム
やフロントカバー等の新規な構成を提案するものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の解決しようとする課題は以上のごとくであり、次に該課題を解決する為の手段
を説明する。
【００１０】
　請求項１においては、

ものである。
【００１１】
　請求項２においては、
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旋回体（８０）の床部を形成する旋回台（４）上方にステップ（
８３）を横設し、該ステップ（８３）によりオペレーターが足を置くフットスペース（８
４）を形成し、該フットスペース（８４）の前側にフロントカバー（８５）を配置し、後
側に座席（７）を配置する構成の超小旋回作業機において、前記フロントカバー（８５）
により、旋回台（４）の上面とステップ（８３）の下面の間に形成される空間前方を覆う
構成とした

請求項１記載の超小旋回作業車において、バッテリー（３２）を



ものである。
【００１２】
【発明の実施の形態】
　次に、本発明の実施の形態を、図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図１は本発明を適用した超小旋回作業機を示す側面図、図２は同じく正面図、図３は同
じく平面図、図４は旋回台を前方から見た斜視図、図５は同じく後方から見た斜視図、図
６は旋回台に載置される装置類を示した斜視図、図７はフロントカバーを閉じた状態を示
す正面図である。
【００１４】
　図８は同じくフロントカバーを開いた状態を示す正面図、図９は同じく平面図、図１０
は同じく側面図、図１１はフロントカバーの開閉機構を示す側面一部断面図、図１２は同
じくロック機構の構成を示す側面一部断面図である。
【００１５】
　図１３は座席前方の構成を示す斜視図、図１４の（ａ）は、本発明の超小旋回作業機に
おけるバッテリー等の配置構成を示す平面図、（ｂ）は同じく一部側面図である。
【００１６】
　図１５の（ａ）は、従来の超小旋回作業機のバッテリー等の配置構成を示す平面図、（
ｂ）は同じく一部側面図、図１６の（ａ）は、図１５の構成の改善を図った従来構成を示
す平面図、（ｂ）は同じく一部側面図である。
【００１７】
　まず、本発明の実施例として、クローラ式走行装置を搭載した超小旋回作業機の構成に
ついて説明する。
　図１乃至図３は、本発明を適用する超小旋回作業機を示したものである。
　該超小旋回作業機１は、クローラ式走行装置２の上部中央に旋回台軸受３を配置し、該
旋回台軸受３により旋回体８０を左右旋回可能に軸受支持しており、また、クローラ式走
行装置２の前後一端部において、排土板５（図１）を上下回動自在に配設している。
【００１８】
　前記旋回体８０の前部に構成されたブームブラケット９（図２）には、ブーム１３の下
端部が上下回動自在に枢支されている。該ブーム１３の先端部には、アーム１２の基部が
枢支されており、該アーム１２の先端部には、バケット１１等の機器が装着される。
　また、ブームシリンダ２３（図２）の下端がブームブラケット９に回動自在に枢支され
ており、該ブームシリンダ２３を伸縮することにより、ブーム１３全体がブームブラケッ
ト９に対して回動する。また、ブーム１３の上部にはアームシリンダ２０が配設されてお
り、該アームシリンダ２０の伸縮によりアーム１２がブーム１３に対して回動する。そし
て、アーム１２の後側基部にはバケットシリンダ１６が配設されており、該バケットシリ
ンダ１６の先端にはリンク機構を介して、バケット１１が接続されている。該バケット１
１は、アーム１２の先端部において回動自在に枢支されており、バケットシリンダ１６の
伸縮により、アーム１２に対して回動する。
【００１９】
　また、前記旋回体８０は、ベースとなる旋回台４の上方にエンジンや座席７を載置して
ボンネット６で覆い、該ボンネット６上方にキャノピー８を配設して構成されている。
　また、上記旋回体８０の後部は、カウンタウェイト部４ｃ（図１）及びボンネット６で
構成する一方、前部をフロントカバー８５で構成し、さらに、前部から後部にかけてはサ
イドカバー４６で構成し、これらカバー類にて外観を構成するとともに、旋回台４に載置
される装置類を保護している。また、前記座席７とフロントカバー８５との間にステップ
８３を配設してフットスペース８４を確保し、また、ステップ８３前部と旋回台４の間の
空間には、バッテリーや操作ペダルのリンク機構等が内装される構成としている。
【００２０】
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、フットスペース（８４）の前下方で、前記旋回台（４）の上面とステップ（８３）の下
面の間に形成される空間の前方に配設する



　以上が、本発明を適用する超小旋回作業機の全体構成であり、以下では、本発明にかか
る構成の詳細について説明する。
　まず、旋回台４の構成について説明する。
　図４乃至図６に示すごとく、旋回台４には、略円盤状のベース４ａ（図４）上に立設す
る支持体２６ａ・２６ｂ、及び、前部中央の隔壁３０ａを屈曲させるようにして形成した
支持部２６ｃに橋架したステップマウント２６が、ベース４ａの進行方向左前部から左側
部にかけて配設されている。また、前後方向の隔壁３０ａの後部から右側方に延設して隔
壁３０ｂを立設し、該隔壁３０ｂ上であって、ブームブラケット９の左側壁４０ａとの接
合位置に、キャノピーマウント２７が配設している。そして、これらステップマウント２
６及びキャノピーマウント２７に、ペダルフロア２８（図６）及びステップ８３が橋架固
定されるようになっている。
　また、ステップマウント２６の前側端略左右中央部上には、正面視略「Ｔ」字状のフロ
ントフレーム２９（図６）を、キャノピーマウント２７にはキャノピー支持柱３１ａが立
設される構成としている。
【００２１】
　そして、これらステップマウント２６及びキャノピーマウント２７を載置する上記隔壁
３０ａ（支持部２６ｃ）・３０ｂについて、隔壁３０ａは、図４に示すごとく、旋回台４
の前端部より前後方向に立設される一方、隔壁３０ｂは、左右方向に立設し、隔壁３０ａ
の後部壁面に隔壁３０ｂの左端面を当接させるようにして、平面視略「Ｌ」字状の壁体を
形成し、該壁体で囲まれる空間を、バッテリー３２（図６）を収容するバッテリースペー
ス３０としている。
　以上の構成により、図１４（ａ）（ｂ）に示すごとく、旋回体８０の床部を形成する旋
回台４上方にステップ８３を横設し、該ステップ８３によりオペレーターのフットスペー
ス８４を形成し、該フットスペース８４の前側にフロントカバー８５を、後側に座席７を
配する構成とする超小旋回作業機において、バッテリー３２を、フットスペース８４の下
方、即ち、前記座席７前方であって、前記ステップ８３の下方に配する構成としている。
【００２２】
　また、前記隔壁３０ｂ（図６）においては、左右の略中央部を上方に延設して上端を水
平面とする載置部３０ｃを形成し、該載置部３０ｃに前記ステップ８３（図６）の底面裏
側を支持している。即ち、前記バッテリー３２は、旋回台４に立設した隔壁３０ａ・３０
ｂにより形成したバッテリースペース３０に配設されるものであり、隔壁３０ｂの上端の
載置部３０ｃにて、前記ステップ８３を支持する構成としている。
　さらに、該隔壁３０ｂは、隔壁３０ａとブームブラケット９の左側壁４０ａの間に挟装
されており、前後・左右方向へ倒れようとするモーメントに対してのベース４ａとの接続
強度を相互に補強し合うようにしている。
　尚、前記載置部３０ｃについては、ペダルフロア２８（図６）の一部を載置するように
して、ステップ８３、ペダルフロア２８の両方の支持を兼ねる構成としてもよい。
【００２３】
　また、キャノピーマウント２７（図４）の右方であって、旋回台４の左右中心より右方
となる位置には、ブームブラケット９が構成されており、該ブームブラケット９では、左
右側壁４０ａ・４０ｂに形成した枢支孔４２ａ・４２ｂにより前記ブーム１３（図１）の
基部を、枢支孔４３ａ・４３ｂによりブームシリンダ２３の基部を、それぞれ枢支可能と
している。
　これにより、ブーム１３が旋回体８０の左右中心から右側にずれた位置より伸長される
ようになっている。
　また、このブームブラケット９では、ベース４ａより上方に立設して左右方向の壁面を
形成する後壁４０ｃと、該後壁４０ｃの立設基部の前方より立ち上げるとともに、後方へ
屈曲させ傾斜面を形成し、その後端にて後壁４０ｃの上部に接合される前壁４０ｄとによ
り、これら前後壁４０ｃ・４０ｄにより包囲される収容スペース４１（図４）を形成して
いる。
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　また、この収容スペース４１の左側は、前記前壁４０ｄの左側で、ベース４ａより立設
する前記左側壁４０ａより閉じられる一方、右側においては、右側壁４０ｂを前壁４０ｄ
より上方へ立設することにより、開放した状態としている。これにより、該収容スペース
４１に図示せぬ燃料タンクの一部を収容可能としている。
【００２４】
　そして、後壁４０ｃは、その立設基部における幅を広くして補強部４４（図５）を構成
することで、ベース４ａに対しての左右方向の接続強度を確保するとともに、前方向につ
いては、前記左側壁４０ａ・前壁４０ｄの端面が当接する一方、後方向については、補強
部４４の後方にベース４ａより前後方向に立設した補強板４５ａ（図５）の前端面を当接
させる構成とすることにより、後壁４０ｃは、前後左右方向において強固に支持される構
成となっている。また、前記補強板４５ａについては、その後部左方にベース４ａより左
右方向に立設した補強板４５ｂ（図５）により、左右方向へ倒れようとするモーメントに
対してのベース４ａとの接続強度が補強されている。
　さらに、前記左側壁４０ａにおいても同様に、前記隔壁３０ｂ（図５）の右端面を当接
させることで、左側壁４０ａのベース４ａとの接続強度が補強されている。
　以上のように、ブームブラケット９においては、壁体・板体が相互に補強し合って、剛
性を高めることにより、収容スペース４１のような内腔の空間を形成しつつも、ブーム１
３・アーム１２等からなる重量物を支持するに十分な強度を確保している。
【００２５】
　次に、フロントカバー８５の構成について、図７乃至図１３を用いて説明する。
　該フロントカバー８５は、下部が蝶番４８（図１１）を介してフロントカウル４７に枢
結されることで開閉自在としている。また、その上部を前記フロントフレーム２９に備え
るロック機構４９（図１２）により係止する構成とすることで、メンテナンス時において
は、ロック機構４９を解除して、旋回体８０の前部を開放できるようにしている。
　このフロントカバー８５を支持するフロントカウル４７（図７・図１１）であるが、旋
回台４のベース４ａ前部の左右二箇所に配したステー６１ａ・６１ｂ（図４・図１１）に
対しボルト固定されるものであり、その高さを、ベース４ａの上面から、ベース４ａと前
記ステップマウント２６との高さ幅の略中間位置までとするとともに、その横幅を、前記
ブームブラケット９の左端から旋回台４の左前角部付近までとすることで、旋回体８０左
側前部の最下部の外観を形成するとともに、旋回台４前部に配される内部機器を前方より
保護するようにしている。
　そして、該フロントカウル４７の内側面左右二箇所に、蝶番４８（図１１）の固定側板
部を接合し、蝶番４８の回動側板部をフロントカウル４７の前方に現出させ、左右蝶番４
８のそれぞれの回動側板部に、板体の取付ステー３３（図１１）を接合して横架し、該取
付ステー３３にフロントカバー８５の下部内面を固定することにより、前記フロントカバ
ー８５の下端を、ステップ８３の下方に位置させるとともに、フロントカバー８５が、蝶
番４８を支点として回動するように構成されている（図１０）。
　また、前記フロントカウル４７（図７）の上方には、フロントカバー８５が配されるよ
うになって、該フロントカバー８５の下部により、フロントカウル４７とともに、旋回台
４の上面とステップ８３の下面の間に形成される空間前方を覆う構成となっている。
【００２６】
　また、前記取付ステー３３の左右略中央部においては、ストッパーアーム３３ａ（図８
・図１１）を突設させるとともに、前記隔壁３０ａにはストッパー３３ｂを付設し、フロ
ントカバー８５を開方向へ回動させると、ストッパーアーム３３ａの下端部が上昇してス
トッパー３３ｂ下面に当接することで、フロントカバー８５の開度を規制するとともに、
この開度を略９０度とすることで、旋回体８０の前部を広く開放し、フロントカバー８５
に被装されていたフロントフレーム２９前部やバッテリー３２を現出させることができる
ようになっている（図８）。
　尚、本実施例では、フロントカバー８５が前方に倒されるようにして開かれる構成とし
ているが、この開閉方向は、とくに限定するものではなく、蝶番４８を左サイドカバーの
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前部または旋回台４の左前部、または、旋回台４の右前部またはキャノピー支柱に配置す
ることにより、左または右方向に開かれる構成としてもよい。または、手摺６５に蝶番４
８を配置して上方に開放する構成とすることもできる。この場合、前方から容易にメンテ
ナンスができるようになる。
【００２７】
　また、該フロントカバー８５は、中央部を構成するフロントセンターカバー８５Ｃの左
右端部を後方に回り込ませるようにしてフロントサイドカバー８５Ｒ・８５Ｌを形成させ
（図７）、中央部を構成するフロントセンターカバー８５Ｃの左右側に、フロントサイド
カバー８５Ｒ・８５Ｌを配してなる構成としている（図８）。これにより、フロントセン
ターカバー８５Ｃが前方に膨出させた形状となっている。
　また、該フロントセンターカバー８５Ｃは、側面視において円弧状に湾曲させるように
して、操作ペダル６３ａ・６３ｂの前方から上方に向かって形成し、フロントカバー８５
を閉じた状態において、フロントカバー８５の内側（裏側）に空間が形成されるようにな
っている。
【００２８】
　このようにフロントカバー８５にて内腔の空間を形成することで、図１３に示すごとく
、該フロントカバー８５の裏面と、前記フロントフレーム２９や操作ペダル６３ａ・６３
ｂとの干渉を防ぐ、言い換えるならば、フロントカバー８５の裏側に形成される空間に、
フロントフレーム２９や操作ペダル６３ａ・６３ｂを配することで、これらフロントフレ
ーム２９や操作ペダル６３ａ・６３ｂを前方に配することが可能となって、フットスペー
ス８４（図１４（ｂ））を拡大することができる。
　また、左右に回り込ませるように形成したフロントサイドカバー８５Ｒ・８５Ｌにより
、フットスペース８４への前方左右斜め方向からの風雨の浸入を防ぐことができるように
なっている。また、前方及び上方にかけてはフロントセンターカバー８５Ｃを円弧状に湾
曲させて構成しており、図１０に示すように、フロントカバー８５を閉じたときの上端後
部は操作ペダル６３の後端よりも後方に配設されるため、上方及び前方からのフットスペ
ース８４への風雨の侵入を防ぐことができるようになっている。
【００２９】
　また、図７に示すごとく、フロントセンターカバー８５Ｃにおいて、閉じた状態での左
下部位置であって、前記旋回台４側に固定された前照灯７０の前方位置に、開口部６７を
形成し、該開口部６７からの前照灯７０の灯りにより、機体前方の照明を行なうようにし
ている。
　そして、この前照灯７０は、開口部６７におけるフロントカバー８５Ｃ前面から奥まっ
た位置に、配設されるよう、前記隔壁３０ａに一体的に形成した支持部２６ｃ（図８）に
吊設されている。
　この構成により、前照灯７０がフロントセンターカバー８５Ｃより突出することなく、
外部の障害物との接触による損傷を防止することができる。
【００３０】
　また、以上に説明したフロントカバー８５の裏面側に配されるフロントフレーム２９の
構成について説明すると、前記ステップマウント２６（図６）に立設する縦フレーム２９
ａと、該縦フレーム２９ａの上端に横設される横フレーム２９ｂとから、正面視略「Ｔ」
字状を形成している。
　この内、横フレーム２９ｂ（図１２）は、前板９２ａ・底板９２ｂ・背板９２ｃ・左右
側板９２ｄを接合し、前板９２ａの高さを低くすることで、前方に開口を配する筐体に構
成している。
　この構成により、筐体の空間９２を、図８に示すように、工具９３を収容可能な工具箱
３４として利用できるようにしている。但し、工具箱３４に限定するものではなく小物入
れ等とすることもできる。
　また、フロントフレーム２９を略「Ｔ」字としていることから、図１３に示すように、
横フレーム２９ｂと、ペダルフロア２８との間にスペースを形成し、該スペースに左右操
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作ペダル６３ａ・６３ｂを配すること可能となり、また、該左右操作ペダル６３ａ・６３
ｂをより前方に配する（フロントカバー８５に近づける）ことが可能となるので、ステッ
プ８３の前後幅Ｌ４（図１４（ｂ））を広く構成し、フットスペース８４を拡大できる。
【００３１】
　また、図１３に示すように、横フレーム２９ｂの背板９２ｃ後面は、座席側に現れてお
り、その左側にフロントカバー８５を固定するロック機構４９の開閉ハンドル６４が配さ
れている。該ロック機構４９（図８）は、二つの爪体４９ａ・４９ａにて、フロントカバ
ー８５内側に突設した左右ステー６２ａ・６２ａ（図１２）に横架した棒体６２ｂを係止
することにより、メンテナンス時以外においては、フロントカバー８５を閉じた状態でロ
ックするものである。このロック状態では、筐体の空間９２の開口が、フロントカバー８
５の裏面より覆われ、フロントカバー８５が工具箱３４の蓋として機能するようになって
いる。
　前記爪体４９ａ・４９ａは、開閉ハンドル６４より突設し、また、該開閉ハンドル６４
を背板９２ｃ側に枢結する構成として、開閉ハンドル６４を座席側から掴んで手前に引く
と、爪体４９ａ・４９ａが揺動して棒体６２ｂの係止を解除することで、フロントカバー
８５のロック状態が解除されるようにしている。
　このように、前記ステップの上方に、フロントカバー８５の開閉のロック機構４９を備
える工具箱３４を配設したので、オペレーターは、座席７に座ったままにしてロックを解
除してフロントカバー８５を開いて、上述した工具類（工具９３）を取出すことができる
。そして、ロック機構４９は工具箱３４内に収納されて吐出することがなく外観を向上で
きる。
【００３２】
　また、図１３に示すごとく、前記横フレーム２９ｂの左側板に、手摺６５の一側固定部
６５ａを接合させる一方、キャノピー支持体３１の前後ビーム３１ｃに付設したボス部６
６に他側固定部６５ｂを接合させることで、正面視略「コ」字状の手摺６５を配する構成
としている。
　このように、フロントフレーム２９は、手摺６５の左側の支持を兼ねることができ、部
品点数の削減を図ることができるようになっている。そして、手摺６５とキャノピー支持
体３１と工具箱３４を介してフロントフレーム２９が一体的に連結されることになり、互
いに補強しあうこととなり、手摺６５周囲の剛性をアップすることができたのである。
【００３３】
　以上の各部の構成により、図１４（ａ）（ｂ）に示すごとくのレイアウトとなる。
　このレイアウトでは、バッテリー３２を、旋回台４とペダルフロア２８の間に配設する
ようにして、ステップ８３の前方延長線の上側ではなく、下側に配設されるようになるた
め、フロントカバー８５及び操作ペダル６３ａ（６３ｂ）を旋回台８の最前部に配設する
ことが可能となって、フットスペース８４の前後幅Ｌ４を拡張することができる。
　これにより、オペレーターの膝回りに余裕ができ、従来よりも広く快適なオペレート空
間８１を構成することができる。
【００３４】
【発明の効果】
　本発明は以上のごとく構成したので、次のような効果を奏するのである。
【００３５】
　請求項１においては、

該フロントカバーの下部により、旋回台の上面とステップの下面の間に
形成される空間前方を覆うことができるのである。
【００３６】
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旋回体（８０）の床部を形成する旋回台（４）上方にステップ（
８３）を横設し、該ステップ（８３）によりオペレーターが足を置くフットスペース（８
４）を形成し、該フットスペース（８４）の前側にフロントカバー（８５）を配置し、後
側に座席（７）を配置する構成の超小旋回作業機において、前記フロントカバー（８５）
により、旋回台（４）の上面とステップ（８３）の下面の間に形成される空間前方を覆う
構成としたので、



　請求項２の如く、

バッテリーを低い位置の空間内に収納することがでのたのである。
　また、これによりフロントカバー及び操作ペダルを旋回台の最前部に配設することが可
能となって、フットスペースの前後幅を拡張することができ、オペレート空間を広げるこ
とができる。
　また、前記バッテリーは、旋回台に形成されるバッテリースペースに配設され、前記バ
ッテリースペースでステップを支持する構成としたので、ステップを確実に支持でき、バ
ッテリーの保護もできるのである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明を適用した超小旋回作業機を示す側面図である。
【図２】　同じく正面図である。
【図３】　同じく平面図である。
【図４】　旋回台を前方から見た斜視図である。
【図５】　同じく後方から見た斜視図である。
【図６】　旋回台に載置される装置類を示した斜視図である。
【図７】　フロントカバーを閉じた状態を示す正面図である。
【図８】　同じくフロントカバーを開いた状態を示す正面図である。
【図９】　同じく平面図である。
【図１０】　同じく側面図である。
【図１１】　フロントカバーの開閉機構を示す側面一部断面図である。
【図１２】　同じくロック機構の構成を示す側面一部断面図である。
【図１３】　座席前方の構成を示す斜視図である。
【図１４】　（ａ）は、本発明の超小旋回作業機におけるバッテリー等の配置構成を示す
平面図である。（ｂ）は同じく一部側面図である。
【図１５】　（ａ）は、従来の超小旋回作業機のバッテリー等の配置構成を示す平面図で
ある。（ｂ）は同じく一部側面図である。
【図１６】　（ａ）は、図１５の構成の改善を図った従来構成を示す平面図である。（ｂ
）は同じく一部側面図である。
【符号の説明】
　４　　　旋回台
　３２　　バッテリー
　８０　　旋回体
　８３　　ステップ
　８４　　フットスペース
　８５　　フロントカバー

10

20

30

(8) JP 3846866 B2 2006.11.15

バッテリー（３２）を、フットスペース（８４）の前下方で、前記旋
回台（４）の上面とステップ（８３）の下面の間に形成される空間の前方に配設するので
、



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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